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お知らせ板

平成29年度浄化槽技術講習会の開催について
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写真提供：熊本県観光物産課

　協会では浄化槽の製造、施工、保守点検及び清掃実務者の技術力向上を目的とした浄化槽技

術講習会を今年度も全体研修と専門研修に分けて下記内容にて開催致します。

　多数のご参加をお待ちしております。

記

１．日時　平成 30 年 2 月 8 日（木）午後 1 時～午後 4 時 45 分（受付：正午～）

２．場所　グランメッセ熊本（益城町）

３．次第
◆全体研修◆（会場：コンベンションホール）午後 1 時 05 分～午後 2 時 50 分　

　

　【演題】：「最近の浄化槽行政について」

　【講師】：環境省環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 浄化槽推進室長 松田尚之氏

　　　　

　【演題】：『浄化槽設置に伴う事務手続き等について』

　【講師】：熊本県 土木部 建築住宅局 建築課

　【演題】：『浄化槽法における手続きと適正な維持管理について』

　【講師】：熊本県 土木部 道路都市局 下水環境課

◆専門研修◆　午後 3 時 05 分～午後 4 時 45 分

　

●分科会１（製造・施工関係）（会場：大会議室）

　【演題】：『施工における現地調査から引渡しまでの各工程全般の重要ポイントについて

　　　　　（安全管理対策・大中型浄化槽含む）』

　【講師】：（一社）浄化槽システム協会 技術委員会 委員長 古市昌浩氏

●分科会２（維持管理関係）（会場：コンベンションホール）

　【演題】：『設置者及び浄化槽関係者による相互理解の育成について』

　　　　    『維持管理の基本事項及び性能評価型浄化槽への対応について』

　【講師】：（公財）日本環境整備教育センター 調査・研究グループ

　　　　　調査研究第一グループチームリーダー 仁木圭三氏

以上

休憩 ・ 移動 午後 2時 50 分～午後 3時 05 分

樹氷



　会員並びに関係者の皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこ
とと心よりお慶び申しあげます。
　平素より協会事業の運営に関しまして格別のご協力とご支援を賜り厚く
御礼申しあげます。

　熊本地震から1年10ヶ月が経過しました。会員の皆様も大変なご苦労を
された中、皆様のご尽力ご努力により、生活の基盤である生活排水処理施設も着実に復旧し
ており、快適な生活環境の実現と良好な水環境の保全は熊本地震からの復興に大きく貢献
していると思います。

　さて、今年は、平成21年10月1日に協会が公益法人の認定を受けてから10年目、設立か
ら45年目という節目にあたります。公益法人としては、熊本県で最初（全国の浄化槽法指定
検査機関としても初めて）の認定でした。
　会員の皆様をはじめ関係者の方々のご支援とご指導によりこの年を迎えることができまし
たことへの感謝と公益法人として再認識し今後も役割を果たしていくため、現在、記念行事
を計画しているところです。詳細が決定しましたら改めて皆様へお知らせいたしますので、是
非ご参加くださいますようよろしくお願い申しあげます。

　ところで、1月11日に熊本市で開催されました環境省主催の「平成29年度浄化槽トップセ
ミナー」では、今後の人口減少社会においての生活排水処理対応のあり方や熊本地震から
の公共施設の復興と汚水処理施設整備の現況について講演が行われ、経済性や効率面、災
害対策からも浄化槽による整備が下水道と比べ優位であるという説明がありました。昨年度
末、熊本県が公表した「くまもと生活排水処理構想2016」においても、浄化槽による生活排
水未整備区域の整備を訴えております。
　また、環境省は、平成30年度予算として「省エネ型中・大型浄化槽システム導入推進事業」
について、補助対象の大幅な要件緩和と対前年度比160％（16億円）を要求しております。
家庭槽に加え、中・大型浄化槽に対しても補助金を導入することによって施設の適正化を図
り浄化槽に対する信頼度を上げることに繋がると思います。
　今後の人口減少と高齢化による地方財政の逼迫は明らかで、これからますます浄化槽の
役割は大きくなります。協会は、行政機関と関係団体の皆様と協力しながら浄化槽に対する
信頼を確実なものにしていかなければならないと実感しております。

　平成30年も、「単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換助成事業」や担当行政機関
と連携した受検勧奨、浄化槽台帳管理システムの整備、環境イベントへの積極的参加による
周知啓発など、浄化槽の普及と浄化槽の適正管理のため、役職員一丸となりひとつひとつ誠
実に対処して参りますので、引き続き皆様のご支援とご協力をいただきますようよろしくお
願い申しあげます。

　最後になりましたが、本年の皆様のご健勝とご多幸をお祈りいたします。

公益社団法人 熊本県浄化槽協会
会長　森 田 和 博
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　平成29年度の環境大臣表彰授賞式が、平成29年10月2日（月）ホテルグランドパレス（東京都）にて執り行われま
した。
　本年度の受賞者は次の方々です。

東　田　慎　一　氏 （宇城支部　㈲大東工業）

松　本　雅　樹　氏 （宇城支部　㈲新和）

松　岡　　　修　氏 （熊本支部　㈱松岡清掃公社）

平成29年度循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰

東田　慎一 氏 松本　雅樹 氏

松岡　　修 氏

　協会は、県に対する要望（平成29年5月11日理事会にて決定）を平成29年6月14日（水）に県庁土木部会議室にて
行いました。
　当日は、県下水環境課の渡辺課長に協会からの要望書を提出し、その後木村課長補佐、林課長補佐、宮尾参事、協
会からは森田会長、田中副会長、岡村副会長、藤本局長、谷本総務部長、坂口法定検査部長、野村検査企画部長が出席
し以下の要望項目について協議を行い県からの意見（回答）を得ました。

■要望項目

　　１　権限移譲市町村及び保健所への支援
　　２　無管理・無清掃への対策の実施
　　３　法定検査未受検者への対策の実施
　　４　浄化槽の管理責任を「個人」から「市町村」に、浄化槽の維持管理費の公的助成の創設
　　５　生活排水未整備地区に対する対策について
　　　（１）合併処理浄化槽の整備促進
　　　（２）下水道地域から浄化槽区域（下水道区域外）への見直し
　　　（３）単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進
　　　（４）浄化槽の普及啓発
　　６　協会が実施する市町村管理の浄化槽検査にかかる競争入札等参加資格審査申請の省略について

■県からの意見（回答）

　●　本日の会合で全ての課題等は解決できないが、県としても様々な課題について解決に向けた検討が必要だと
思う。今後も協議していきたい。

　●　入札資格審査の省略については、県の方も調べ不要と考えるので、必要ならば県としても説明する。
　●　行政の関与に関しては、市町村設置型への移行は有効であるが、進んでいない。市町村設置型の採用が進まな

いのは、市町村側でコストを認識していないのではないかと考えており、コストを示すことで市町村側の理解を深
めていきたいと考えている。ただ、決定するのは市町村。

　●　未受検者対策、無管理・無清掃対策については、県としても積極的に取組みたい。
　●　浄化槽の適正管理や単独処理浄化槽の転換を推進するうえで、浄化槽台帳管理システムによりターゲットを把

握することがスタートとなる。しかし、現行の台帳管理システムでは、公的施設の基数等でも正確な数の把握がで
きておらず、また、県で個別の管理情報の閲覧が出来ないなどの問題もある。まず、浄化槽台帳データの精度向
上に向け、市町村所有の浄化槽について整理を進め、民間所有については職権による浄化槽廃止を進めていき
たいと考えている。

　●　関係団体との意見交換では、法定検査の指摘で無管理となっている浄化槽への指導の強化に対する要望が多
かった。県としても毎月送付される法定検査の結果をどう活用しているのかが問題であると考えている。

　●　権限未移譲市町村では、浄化槽所管課と下水道所管課が合併し職員が減少しているケースもあるようだ。浄化
槽行政は住民に身近なものであるので未移譲市町村には今後も権限移譲を促していく。

　●　市町村及び保健所への支援は、現在年1回の担当者会議を複数回開催するなどして指導の徹底が図られるよ
う対応を検討したい。

県に対する要望について（報告）
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　当日は、県下水環境課の渡辺課長に協会からの要望書を提出し、その後木村課長補佐、林課長補佐、宮尾参事、協
会からは森田会長、田中副会長、岡村副会長、藤本局長、谷本総務部長、坂口法定検査部長、野村検査企画部長が出席
し以下の要望項目について協議を行い県からの意見（回答）を得ました。

■要望項目

　　１　権限移譲市町村及び保健所への支援
　　２　無管理・無清掃への対策の実施
　　３　法定検査未受検者への対策の実施
　　４　浄化槽の管理責任を「個人」から「市町村」に、浄化槽の維持管理費の公的助成の創設
　　５　生活排水未整備地区に対する対策について
　　　（１）合併処理浄化槽の整備促進
　　　（２）下水道地域から浄化槽区域（下水道区域外）への見直し
　　　（３）単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進
　　　（４）浄化槽の普及啓発
　　６　協会が実施する市町村管理の浄化槽検査にかかる競争入札等参加資格審査申請の省略について

■県からの意見（回答）

　●　本日の会合で全ての課題等は解決できないが、県としても様々な課題について解決に向けた検討が必要だと
思う。今後も協議していきたい。

　●　入札資格審査の省略については、県の方も調べ不要と考えるので、必要ならば県としても説明する。
　●　行政の関与に関しては、市町村設置型への移行は有効であるが、進んでいない。市町村設置型の採用が進まな

いのは、市町村側でコストを認識していないのではないかと考えており、コストを示すことで市町村側の理解を深
めていきたいと考えている。ただ、決定するのは市町村。

　●　未受検者対策、無管理・無清掃対策については、県としても積極的に取組みたい。
　●　浄化槽の適正管理や単独処理浄化槽の転換を推進するうえで、浄化槽台帳管理システムによりターゲットを把

握することがスタートとなる。しかし、現行の台帳管理システムでは、公的施設の基数等でも正確な数の把握がで
きておらず、また、県で個別の管理情報の閲覧が出来ないなどの問題もある。まず、浄化槽台帳データの精度向
上に向け、市町村所有の浄化槽について整理を進め、民間所有については職権による浄化槽廃止を進めていき
たいと考えている。

　●　関係団体との意見交換では、法定検査の指摘で無管理となっている浄化槽への指導の強化に対する要望が多
かった。県としても毎月送付される法定検査の結果をどう活用しているのかが問題であると考えている。

　●　権限未移譲市町村では、浄化槽所管課と下水道所管課が合併し職員が減少しているケースもあるようだ。浄化
槽行政は住民に身近なものであるので未移譲市町村には今後も権限移譲を促していく。

　●　市町村及び保健所への支援は、現在年1回の担当者会議を複数回開催するなどして指導の徹底が図られるよ
う対応を検討したい。

県に対する要望について（報告）
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　協会は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを目的に担当行政機関と連携し、維持管理関係団体や会
員の協力を得て11条検査の受検勧奨に取り組んでおります。
　受検勧奨は、担当行政機関と協会の連名での文書の発送や戸別訪問での説明を行い、浄化槽管理者の義務（保守
点検･清掃･検査）の周知と11条検査の受検率の向上を図るとともに浄化槽管理者の不平等感の解消を図ります。
　また、この受検勧奨の結果は浄化槽台帳管理システムの浄化槽情報の整備にも繋がります。
　熊本の豊かな水環境を守るためにも、適正な保守点検及び清掃の実施と11条検査（定期検査）の受検率の向上に
今後も努めて参ります。
　平成29年度の進捗状況は下表のとおりです。
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11条検査受検勧奨の実施について

　平成29年10月24日（火）から11月22日（水）にかけて各支部（一部合同開催）において、以下の内容で地域（保健
所）別連絡会議が開催されました。
　この会議は、行政、会員、協会が一堂に会し浄化槽に関する意見の交換や情報の共有を目的に毎年開催されるもの
で、本年で20回目となります。
　会議では、県下水環境課から生活排水対策の実施状況等の情報提供（熊本支部では熊本市浄化対策課）があり、そ
の後活発な意見交換が行われました。

【熊本県下水環境課からの情報提供等】（熊本支部を除く全支部）
　1） 平成28年度末の生活排水対策の実施状況について
　2） 「くまもと生活排水処理構想2016」について
　3） 熊本地震による被害浄化槽の現状把握調査について

【熊本市浄化対策課からの情報提供等】（熊本支部）
　1） 熊本市における浄化槽行政について

【検討及び協議事項】（全支部共通）
　1） 浄化槽法の目的に係る情報提供制度の構築について
　2） 浄化槽台帳管理システムの活用について
　3） 都道府県構想を踏まえた浄化槽の将来展望について

【行政機関から協会及び業界への要望・意見等】
　　　　　　　　　　　　　　　　 （全支部共通）

【報告事項】（全支部共通）
　1） 法定検査実施状況報告について
　2） 未受検者への受検勧奨について
　3） 浄化槽の放流水質について
　4） 地震被害調査について
　5） 平成29年度浄化槽技術講習会について
　6） その他

平成29年度地域（保健所）別連絡会議

保健所・       
市町村

未受検者数 受検勧奨予定
実  績

H28 年度　　
発送基数

発送基
数 返信数 返信率 内訳 備 考単 合 合計 依頼数 依頼率 中止数

熊 本 市 6,396 3,266 9,662 H29.9.25-27 訪問実施 45 10 22.2% 10 22% 35 協会戸別訪問
荒 尾 市 166 181 347 H29.9.19 発送済 89 105 8 7.6% 8 8% 0
玉 名 市 1,149 933 2,082 H29.12.11 発送済 1,096 1,248 33 2.6% 25 2% 8
玉 東 町 281 192 473 H29.9.19 発送済 400 346 40 11.6% 24 7% 16 + 協会戸別訪問
南 関 町 113 90 203 H29.10.16 発送済 101 122 12 9.8% 9 7% 3
長 洲 町 76 11 87 H29.10.16 発送済 0 33 1 3.0% 1 3% 0 + 協会戸別訪問
和 水 町 42 357 399 H29.10.16 発送済 200 266 27 10.2% 23 9% 4
山 鹿 市 576 358 934 H29.10.16 発送済 463 462 34 7.4% 24 5% 10
菊 池 市 802 377 1,179 周知啓発
合 志 市 131 22 153 H30.1.15 発送済 103
大 津 町 620 370 990 H29.11.27 発送済 503 35 7.0% 29 6% 6
菊 陽 町 101 60 161 H29.11.6 発送済 144 31 21.5% 21 15% 10
阿 蘇 市 476 677 1,153 周知啓発 741
南 小 国 町 29 135 164 H29.12.11 発送済 98 115 5 4.3% 2 2% 3
小 国 町 64 237 301 182
産 山 村 12 69 81
高 森 町 111 197 308 H29.10.16 発送済 217 174 16 9.2% 15 9% 1
西 原 村 500 1333 1,833
南 阿 蘇 村 332 1489 1,821
御 船 町 525 1158 1,683
嘉 島 町 416 580 996
益 城 町 582 229 811
甲 佐 町 759 878 1,637
山 都 町 358 620 978 準備中 603
宇 土 市 1,079 347 1,426 準備中
宇 城 市 1,870 989 2,859 H29.10.16 発送済 2,019 2,087 228 10.9% 126 6% 102
美 里 町 194 32 226 H29.10.16 発送済 169 22 13.0% 10 6% 12
八 代 市 7,427 2,128 9,555 H29.12.11 済 317 19 6.0% 15 5% 4
氷 川 町 141 52 193 準備中 95
水 俣 市 410 236 646 H29.10.23 発送済 308 292 26 8.9% 21 7% 5
芦 北 町 666 363 1,029 準備中 599
津 奈 木 町 56 156 212 H29.9.19 発送済 130 199 27 13.6% 17 9% 10
人 吉 市 809 277 1,086 準備中 毎週 10 件程度ずつ
錦 町 326 192 518 H29.11.6 発送済 400 432 35 8.1% 21 5% 14
多 良 木 町 242 143 385 H29.10.23 発送済 263 252 25 9.9% 15 6% 10 + 協会戸別訪問

湯 前 町 31 25 56 H29.11.6 発送済、
H29.12.12-13 同行訪問実施 26 30 1 3.3% 1 3% 0 + 役場同行訪問

水 上 村 5 13 18 H29.9.12 同行訪問実施 6 5 3 60.0% 3 60% 0 役場同行訪問
相 良 村 69 35 104 H29.9.19 発送済 45 48 1 2.1% 1 2% 0
五 木 村 10 48 58 H29.10.23 発送済 24 26 2 7.7% 2 8% 1
山 江 村 16 25 41 H29.11.20 発送済 28 30 1 3.3% 1 3% 0
球 磨 村 28 76 104 H30.1.15 発送済 55 47
あさぎり町 176 98 274 H29.11.20 発送済 127 139 17 12.2% 16 12% 1
上 天 草 市 1,010 384 1,394 準備中
天 草 市 2,640 1,015 3,655 H29.12.4 発送済 183 191 29 15.2% 23 12% 6 旧有明、河浦
苓 北 町 64 35 99 H29.10.23 発送済 21 32 5 15.6% 3 9% 2
総  計 31,886 20,488 52,374 7,962 693 8.7% 466 6% 263

受検勧奨市町村別対象基数等（進捗状況） 平成29年12月末現在

※支部議題
（天草支部）・プレキャスト工法について
（人吉支部）・人槽算定について（報告のみ）
（熊本支部）・設置補助金は将来どのようになるのか
　　　　　・浄化槽の嵩上げは30cmだが、ツバがついて
　　　　　 33cmの場合はそのまま使用できるか
　　　　　・熊本地震の被害調査について（報告のみ）

【開催状況】
支部名 会員出席数 開催日時 開催場所

熊 本 支 部 21 29.11.15（水） 熊本ホテルキャッスル
有 明 支 部 7

29.11.14（火） あつまる阿蘇高原ホテル山 鹿 支 部 4
菊 池 支 部 5
阿 蘇 支 部 8
御 船 支 部 14 29.11.22（水） 阿蘇空港ホテルエミナース
宇 城 支 部 18 29.11.  8（水） 松橋ホワイトパレス
八 代 支 部 16 29.11.  2（木） 八代グランドホテル
水 俣 支 部 12 29.11.17（金） 湯の児スペイン村福田農場
人 吉 支 部 9 29.11.10（金） 鍋屋本館
天 草 支 部 22 29.10.24（火） プラザホテルアネックス

計 136
（参考）H28 141

【開催状況】



　協会は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを目的に担当行政機関と連携し、維持管理関係団体や会
員の協力を得て11条検査の受検勧奨に取り組んでおります。
　受検勧奨は、担当行政機関と協会の連名での文書の発送や戸別訪問での説明を行い、浄化槽管理者の義務（保守
点検･清掃･検査）の周知と11条検査の受検率の向上を図るとともに浄化槽管理者の不平等感の解消を図ります。
　また、この受検勧奨の結果は浄化槽台帳管理システムの浄化槽情報の整備にも繋がります。
　熊本の豊かな水環境を守るためにも、適正な保守点検及び清掃の実施と11条検査（定期検査）の受検率の向上に
今後も努めて参ります。
　平成29年度の進捗状況は下表のとおりです。
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11条検査受検勧奨の実施について

　平成29年10月24日（火）から11月22日（水）にかけて各支部（一部合同開催）において、以下の内容で地域（保健
所）別連絡会議が開催されました。
　この会議は、行政、会員、協会が一堂に会し浄化槽に関する意見の交換や情報の共有を目的に毎年開催されるもの
で、本年で20回目となります。
　会議では、県下水環境課から生活排水対策の実施状況等の情報提供（熊本支部では熊本市浄化対策課）があり、そ
の後活発な意見交換が行われました。

【熊本県下水環境課からの情報提供等】（熊本支部を除く全支部）
　1） 平成28年度末の生活排水対策の実施状況について
　2） 「くまもと生活排水処理構想2016」について
　3） 熊本地震による被害浄化槽の現状把握調査について

【熊本市浄化対策課からの情報提供等】（熊本支部）
　1） 熊本市における浄化槽行政について

【検討及び協議事項】（全支部共通）
　1） 浄化槽法の目的に係る情報提供制度の構築について
　2） 浄化槽台帳管理システムの活用について
　3） 都道府県構想を踏まえた浄化槽の将来展望について

【行政機関から協会及び業界への要望・意見等】
　　　　　　　　　　　　　　　　 （全支部共通）

【報告事項】（全支部共通）
　1） 法定検査実施状況報告について
　2） 未受検者への受検勧奨について
　3） 浄化槽の放流水質について
　4） 地震被害調査について
　5） 平成29年度浄化槽技術講習会について
　6） その他

平成29年度地域（保健所）別連絡会議

保健所・       
市町村

未受検者数 受検勧奨予定
実  績

H28 年度　　
発送基数

発送基
数 返信数 返信率 内訳 備 考単 合 合計 依頼数 依頼率 中止数

熊 本 市 6,396 3,266 9,662 H29.9.25-27 訪問実施 45 10 22.2% 10 22% 35 協会戸別訪問
荒 尾 市 166 181 347 H29.9.19 発送済 89 105 8 7.6% 8 8% 0
玉 名 市 1,149 933 2,082 H29.12.11 発送済 1,096 1,248 33 2.6% 25 2% 8
玉 東 町 281 192 473 H29.9.19 発送済 400 346 40 11.6% 24 7% 16 + 協会戸別訪問
南 関 町 113 90 203 H29.10.16 発送済 101 122 12 9.8% 9 7% 3
長 洲 町 76 11 87 H29.10.16 発送済 0 33 1 3.0% 1 3% 0 + 協会戸別訪問
和 水 町 42 357 399 H29.10.16 発送済 200 266 27 10.2% 23 9% 4
山 鹿 市 576 358 934 H29.10.16 発送済 463 462 34 7.4% 24 5% 10
菊 池 市 802 377 1,179 周知啓発
合 志 市 131 22 153 H30.1.15 発送済 103
大 津 町 620 370 990 H29.11.27 発送済 503 35 7.0% 29 6% 6
菊 陽 町 101 60 161 H29.11.6 発送済 144 31 21.5% 21 15% 10
阿 蘇 市 476 677 1,153 周知啓発 741
南 小 国 町 29 135 164 H29.12.11 発送済 98 115 5 4.3% 2 2% 3
小 国 町 64 237 301 182
産 山 村 12 69 81
高 森 町 111 197 308 H29.10.16 発送済 217 174 16 9.2% 15 9% 1
西 原 村 500 1333 1,833
南 阿 蘇 村 332 1489 1,821
御 船 町 525 1158 1,683
嘉 島 町 416 580 996
益 城 町 582 229 811
甲 佐 町 759 878 1,637
山 都 町 358 620 978 準備中 603
宇 土 市 1,079 347 1,426 準備中
宇 城 市 1,870 989 2,859 H29.10.16 発送済 2,019 2,087 228 10.9% 126 6% 102
美 里 町 194 32 226 H29.10.16 発送済 169 22 13.0% 10 6% 12
八 代 市 7,427 2,128 9,555 H29.12.11 済 317 19 6.0% 15 5% 4
氷 川 町 141 52 193 準備中 95
水 俣 市 410 236 646 H29.10.23 発送済 308 292 26 8.9% 21 7% 5
芦 北 町 666 363 1,029 準備中 599
津 奈 木 町 56 156 212 H29.9.19 発送済 130 199 27 13.6% 17 9% 10
人 吉 市 809 277 1,086 準備中 毎週 10 件程度ずつ
錦 町 326 192 518 H29.11.6 発送済 400 432 35 8.1% 21 5% 14
多 良 木 町 242 143 385 H29.10.23 発送済 263 252 25 9.9% 15 6% 10 + 協会戸別訪問

湯 前 町 31 25 56 H29.11.6 発送済、
H29.12.12-13 同行訪問実施 26 30 1 3.3% 1 3% 0 + 役場同行訪問

水 上 村 5 13 18 H29.9.12 同行訪問実施 6 5 3 60.0% 3 60% 0 役場同行訪問
相 良 村 69 35 104 H29.9.19 発送済 45 48 1 2.1% 1 2% 0
五 木 村 10 48 58 H29.10.23 発送済 24 26 2 7.7% 2 8% 1
山 江 村 16 25 41 H29.11.20 発送済 28 30 1 3.3% 1 3% 0
球 磨 村 28 76 104 H30.1.15 発送済 55 47
あさぎり町 176 98 274 H29.11.20 発送済 127 139 17 12.2% 16 12% 1
上 天 草 市 1,010 384 1,394 準備中
天 草 市 2,640 1,015 3,655 H29.12.4 発送済 183 191 29 15.2% 23 12% 6 旧有明、河浦
苓 北 町 64 35 99 H29.10.23 発送済 21 32 5 15.6% 3 9% 2
総  計 31,886 20,488 52,374 7,962 693 8.7% 466 6% 263

受検勧奨市町村別対象基数等（進捗状況） 平成29年12月末現在

※支部議題
（天草支部）・プレキャスト工法について
（人吉支部）・人槽算定について（報告のみ）
（熊本支部）・設置補助金は将来どのようになるのか
　　　　　・浄化槽の嵩上げは30cmだが、ツバがついて
　　　　　 33cmの場合はそのまま使用できるか
　　　　　・熊本地震の被害調査について（報告のみ）

【開催状況】
支部名 会員出席数 開催日時 開催場所

熊 本 支 部 21 29.11.15（水） 熊本ホテルキャッスル
有 明 支 部 7

29.11.14（火） あつまる阿蘇高原ホテル山 鹿 支 部 4
菊 池 支 部 5
阿 蘇 支 部 8
御 船 支 部 14 29.11.22（水） 阿蘇空港ホテルエミナース
宇 城 支 部 18 29.11.  8（水） 松橋ホワイトパレス
八 代 支 部 16 29.11.  2（木） 八代グランドホテル
水 俣 支 部 12 29.11.17（金） 湯の児スペイン村福田農場
人 吉 支 部 9 29.11.10（金） 鍋屋本館
天 草 支 部 22 29.10.24（火） プラザホテルアネックス

計 136
（参考）H28 141

【開催状況】
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　「平成29年度全国浄化槽団体連合会九州地区協議会・九州地区浄化槽指定検査機関協議会合同事務局長会議」が
平成29年9月8日（金）に大分市のアリストンホテル大分で開催されました。
　当日は、藤本事務局長と九指協の事務局担当者として野村検査企画部長が出席し、両協議会会員18名の出席の
もと以下の議題等について検討協議されました。

１.議題及び検討結果
　（１）大規模災害時における応援協定・支援活動に関する協定（九州版）について
　　　・事務局で案を作成し、平成30年度の総会と事務局長会議で審議する。

　（２）改正個人情報保護法への対応について
　　　・各会員（資料）の対応状況を踏まえ、個別の会員に質問等を行う。

　（３）再雇用職員に関する規程について
　　　・各会員（資料）の対応状況を踏まえ、個別の会員に質問等を行う。（各会員の規程等を後日送付済）

　（４）指定検査機関の事務局等体制の在り方について
　　　・この場で結論を出す類のものではないので一つの意見交換とする。

平成29年度全国浄化槽団体連合会九州地区協議会・
九州地区浄化槽指定検査機関協議会合同事務局長会議報告

平成29年防災功労者防災担当大臣表彰

　「平成29年防災功労者防災担当大臣表彰」の表彰式と懇談会が平成29年9月12日（火）に東京都千代田区内閣府
庁舎・中央合同庁舎8号館講堂で行われました。協会は、熊本地震による浄化槽の被害状況調査による防災活動への
貢献としての功績を認められ、代表して森田会長と藤本事務局長が出席し表彰を受けました。

　県下水環境課は、学生に職業意識の向上のための機会を提供するとともに学生の土木行政に対する理解を深
めることを目的として、毎年大学等から学生実習生の受入れを行っております。今年は8月25日（金）から8月
30日（水）までの日程で実習を行い、協会も浄化槽概論の説明や検査現場での研修等を以下のとおり行い協力
しました。

１　実習日時
　　平成29年8月30日（水）午後1時30分～午後4時30分
２　実習生
　　大学3年生（工学部）　2名（男女各1名）
３　実習場所
　　熊本県浄化槽協会及び嘉島町浄化槽設置場所
４　実習内容
（１）浄化槽概論　（1時間程度）
　　　①　浄化槽の構造と機能
　　　②　維持管理（法定検査･保守点検・清掃）
　　　③　BOD測定（水質分析室）
（２）7条検査現場研修　（1時間程度）
　　　嘉島町の浄化槽2基について7条検査現場研修

大学生実習生の受入れについて
　（５）「浄化槽の水質改善事例集（九州版）」の作成について
　　　・委員会等を立上げ計画的に取組むようにする。

２.情報交換
　（１）各県における「浄化槽設置届」の取り扱い状況について
　　　・各会員から事務委託の有無と有償･無償の報告あり

　（２）「省エネ型大型浄化槽システム導入推進事業」の申し込み状況（全国／九州）
　　　・九地協事務局（大分県）より事業の経緯と申請数等の説明があり、平成30年度は15億円の予算要求を行
　　　 い要件が緩和されること等の情報提供あり（閣議決定は16億円）

　（３）検査実務責任者会議の検討結果について
　　　・九指協事務局（熊本）より、平成29年7月28日に熊本市で開催した当該会議（18名出席）にて検討された
　　　　課題等について報告

３.報告事項・講演
　（１）九州北部豪雨（平成29年7月）における被害状況について（福岡県／大分県）
　　　・福岡県浄化槽協会及び大分県環境管理協会より被害状況等の報告

　（２）講演「災害支援活動と日常の取り組み」
　　　講師：村野 淳子 氏（別府市 防災推進専門員）
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熊本地震による浄化槽の被災状況と復旧･復興の課題等についての
各県での講演について

　熊本地震による浄化槽の被害状況と課題等について「愛知県浄化槽フォーラム」（平成29年10月26日（木）名古屋
国際会議場）、第５回世界トイレの日事業「災害時のトイレ･し尿処理研修会」（平成29年11月13日（月）静岡県コンベン
ションアーツセンター「グランシップ」）において野村検査企画部長が報告を行いました。

○「愛知県浄化槽フォーラム」は、愛知県合併処理浄化槽普及促進協議会
が浄化槽の適正な普及促進を目的に（一社）愛知県浄化槽協会など5
団体と共催で開催され、行政、事業者など関係者240名が出席し熊本
地震における浄化槽の被害に関する全体講演、浄化槽整備事業ワーク
ショップ（行政担当者）、浄化槽メーカー維持管理研修会（事業者研修
会）が行われました。
　野村検査企画部長は「熊本地震による浄化槽の被害と今後の課題」
と題して講演し、冒頭で熊本地震について「“今後30年以内の地震発生
率は0～0.9％”と評価されており、まず当地域で地震は起きないものと考えていた。そのため備えは十分でなく、特
に困ったのはトイレの水不足だった」と振り返り、続いて地震発生後の被害状況、浄化槽等関係3団体で構成する「熊
本県環境事業団体連合会」での仮設トイレの設置等の支援概要などについて説明しました。
　浄化槽の被害調査に関しては、調査した6万9179基のうち被害が確認されたのが1770基で、震度6弱以上の揺
れで被害の発生率が上がることを説明。終わりに「処理機能に問題が発生した浄化槽は多いが、全体として浄化槽
の地震への強さは実感できた。生活排水処理システムが各浄化槽で完結しており、早期に対処できるのが大きい。
ただし、一般的に浄化槽は個人、下水道は市町村等が管理するため、熊本地震における浄化槽への対応に差を感じ
た。今後は同じ生活排水処理施設という観点で、浄化槽の設置･管理、処理水質に関して積極的な公的関与が必要
と感じる」とコメントしました。
　このフォーラムにおいては、南海トラフが想定される中で防災意識と浄化槽の普及特に単独処理浄化槽の撤去・
廃止について真剣に向き合われている姿勢を強く感じました。

○第５回世界トイレの日事業「災害時のトイレ･し尿処理研修会」は、静岡県環境整備事業協同組合がテーマに「自宅避
難時の災害用トイレと浄化槽の活用」を設け開催されました。講演は環境省 松田尚之浄化槽推進室長「災害廃棄物
およびし尿処理」、野村検査企画部長「熊本地震による浄化槽の被害状況と災害用トイレとしての役割」、ＮＰＯ法人
日本トイレ研究所加藤篤代表理事「時系列で備えるトイレ対策（自助編）」と題して行われました。また、静環協から

「災害時の携帯トイレ使用後に排出される便袋に関する保管･集積･収集運搬」の提案があり、多くの担当者が関心
を寄せていました。
　野村検査企画部長の講演では、熊本地震におけるし尿処理の問題は①発災直後のトイレ不足②トイレ必要数把
握の困難さ③設置に関する国との連携不足④トイレ利用者のマナー･モラルの４点を説明しました。また、浄化槽に
関しては災害時にあっても使用できる可能性が高く、「排泄」という人間の基本的生理欲求の確保と生活基盤の維
持が可能な重要な施設と評価する一方、被災浄化槽に関しては公衆衛生･水環境の観点からも応急処置･修補等を
個人任せにせず、行政が主
体的に取組む必要があると
意見を述べました。
　会場には、内閣府、県、市
町など330名が出席し、特
に県庁の各部署からの出席
者が多かったことから、南海
トラフ地震に対する防災、
減災の意識が強いことをひ
しひしと感じました。

　｢平成29年度浄化槽法指定検査機関四国地区協議会検査員研修会｣が平成29年9月14日（木）・15日（金）
の両日香川県高松市の高松国際ホテルで開催され、協会から4名、他九州地区から18名、北海道から1名そして
四国地区検査機関から70名、計11都道府県からの検査機関から93名の参加がありました。
　1日目は、開催県である（公社）香川県浄化槽協会からの挨拶の後、【管理運営部門】受検率向上の対策につ
いて、【浄化槽検査部会A】検査業務の効率化について、【浄化槽管理部会B】検査結果書の発送までに、入力
ミス等を発見するための対策について・マンホールの開閉が困難な場合の対処について、【水質検査部会】飯
島電子工業（株）による浄化槽の検査機器（DO計）の測定原理と注意点についての4分科会での研修、（公
財）日本環境整備教育センターの調査・研究グループの仁木先生より「新しい浄化槽に用いられる技術の特徴
及び最近の性能評価型浄化槽の動向」と題した講演が行われました。
　2日目は、（株）インターリスク総研上席コンサルタントの近藤先生より「安全運転講習会   a事故ゼロを目指し
て」と題した講演、四国4県からの研究発表が行われました。
　協会からの参加は６年目となりますが、各県の課題やそれに対する取組み等のついて活発な意見や情報の交
換が行われ、今年もたいへん有意義な研修会となりました。

平成29年度浄化槽法指定検査機関四国地区協議会検査員研修会

　水質分析および検査事務業務の先行県である（公財）鹿児島県環境保全協会を平成29年9月22日（金）に野村検
査企画部長、松本検査事務課長、吉野水質分析員が視察訪問いたしました。
　今回の視察の目的は、【検査事務業務】検査手数料のコンビニ収納、封緘機による検査結果書及び請求書の発送
等事務業務の効率化について、【水質分析業務】ＢＯＤ測定におけるフラン瓶自動洗浄機の導入経緯と採水検体容
器のバーコードによる結び付け等のＢＯＤ測定業務の効率化についていろいろとお尋ねいたしましたが、原常務
理事をはじめ11名の職員の皆様には時間を割いて懇切丁寧にご説明いただき、大変参考になりました。今後の協
会事業の効率化・省力化に活かしていきたいと思います。
　視察後の職員の感想は以下のとおりです。

【検査事務業務】松本検査事務課長：検査事務では主にコンビニ収納と封緘機を視察しました。コンビニ収納につ
いては、導入の流れやシステムの内容を説明して頂き、導入した事で入金業務が簡略化した事、管理者の利便性向
上で入金率がアップした事を説明して頂き大変参考になりました。また、封緘機については、夜間に用紙の印刷を
行い、日中に封緘をする方法を採用されており時間を効率的に使っておられるのが印象的でした。

【水質分析業務】吉野水質分析員：分析室関連では、フラン瓶自動洗浄機の運転
状況を見学させていただきました。鹿児島県では作業負荷の大きかった洗浄作
業を自動化でき、大幅な負担軽減につながったとの事でした。当協会において
も同様の効果が期待されます。また、実際の洗浄所要時間もカタログ掲載のも
のより短いことが分かり、収穫の大きい視察となりました。

先行県（公財）鹿児島県環境保全協会視察
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○「愛知県浄化槽フォーラム」は、愛知県合併処理浄化槽普及促進協議会
が浄化槽の適正な普及促進を目的に（一社）愛知県浄化槽協会など5
団体と共催で開催され、行政、事業者など関係者240名が出席し熊本
地震における浄化槽の被害に関する全体講演、浄化槽整備事業ワーク
ショップ（行政担当者）、浄化槽メーカー維持管理研修会（事業者研修
会）が行われました。
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率は0～0.9％”と評価されており、まず当地域で地震は起きないものと考えていた。そのため備えは十分でなく、特
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ただし、一般的に浄化槽は個人、下水道は市町村等が管理するため、熊本地震における浄化槽への対応に差を感じ
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体的に取組む必要があると
意見を述べました。
　会場には、内閣府、県、市
町など330名が出席し、特
に県庁の各部署からの出席
者が多かったことから、南海
トラフ地震に対する防災、
減災の意識が強いことをひ
しひしと感じました。

　｢平成29年度浄化槽法指定検査機関四国地区協議会検査員研修会｣が平成29年9月14日（木）・15日（金）
の両日香川県高松市の高松国際ホテルで開催され、協会から4名、他九州地区から18名、北海道から1名そして
四国地区検査機関から70名、計11都道府県からの検査機関から93名の参加がありました。
　1日目は、開催県である（公社）香川県浄化槽協会からの挨拶の後、【管理運営部門】受検率向上の対策につ
いて、【浄化槽検査部会A】検査業務の効率化について、【浄化槽管理部会B】検査結果書の発送までに、入力
ミス等を発見するための対策について・マンホールの開閉が困難な場合の対処について、【水質検査部会】飯
島電子工業（株）による浄化槽の検査機器（DO計）の測定原理と注意点についての4分科会での研修、（公
財）日本環境整備教育センターの調査・研究グループの仁木先生より「新しい浄化槽に用いられる技術の特徴
及び最近の性能評価型浄化槽の動向」と題した講演が行われました。
　2日目は、（株）インターリスク総研上席コンサルタントの近藤先生より「安全運転講習会   a事故ゼロを目指し
て」と題した講演、四国4県からの研究発表が行われました。
　協会からの参加は６年目となりますが、各県の課題やそれに対する取組み等のついて活発な意見や情報の交
換が行われ、今年もたいへん有意義な研修会となりました。

平成29年度浄化槽法指定検査機関四国地区協議会検査員研修会

　水質分析および検査事務業務の先行県である（公財）鹿児島県環境保全協会を平成29年9月22日（金）に野村検
査企画部長、松本検査事務課長、吉野水質分析員が視察訪問いたしました。
　今回の視察の目的は、【検査事務業務】検査手数料のコンビニ収納、封緘機による検査結果書及び請求書の発送
等事務業務の効率化について、【水質分析業務】ＢＯＤ測定におけるフラン瓶自動洗浄機の導入経緯と採水検体容
器のバーコードによる結び付け等のＢＯＤ測定業務の効率化についていろいろとお尋ねいたしましたが、原常務
理事をはじめ11名の職員の皆様には時間を割いて懇切丁寧にご説明いただき、大変参考になりました。今後の協
会事業の効率化・省力化に活かしていきたいと思います。
　視察後の職員の感想は以下のとおりです。

【検査事務業務】松本検査事務課長：検査事務では主にコンビニ収納と封緘機を視察しました。コンビニ収納につ
いては、導入の流れやシステムの内容を説明して頂き、導入した事で入金業務が簡略化した事、管理者の利便性向
上で入金率がアップした事を説明して頂き大変参考になりました。また、封緘機については、夜間に用紙の印刷を
行い、日中に封緘をする方法を採用されており時間を効率的に使っておられるのが印象的でした。

【水質分析業務】吉野水質分析員：分析室関連では、フラン瓶自動洗浄機の運転
状況を見学させていただきました。鹿児島県では作業負荷の大きかった洗浄作
業を自動化でき、大幅な負担軽減につながったとの事でした。当協会において
も同様の効果が期待されます。また、実際の洗浄所要時間もカタログ掲載のも
のより短いことが分かり、収穫の大きい視察となりました。

先行県（公財）鹿児島県環境保全協会視察
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「平成29年度浄化槽フォーラム・熊本」開催

　「平成29年度浄化槽フォーラム・熊本」を平成29年10月20日（金）に水俣市のあらせ会館において、協会と熊本県
浄化槽普及促進協議会の主催で開催いたしました。
　「浄化槽フォーラム・熊本」は、浄化槽の普及を促進し、その設置及び維持管理の適正化などを図ることで生活環境
の保全及び公衆衛生の向上に資することを目的に開催しており、今年は関係団体等から約200名の参加のもと、以下
の内容で講演等が行われました。

講演1 「災害時におけるし尿処理・浄化槽行政及び最新の浄化槽行政の動向」
　　　　講師 環境省 環境再生･資源循環局 廃棄物適正処理推進課 浄化槽推進室室長 松田 尚之 氏

講演2 「浄化槽法及び関係法令」
　　　　講師 全国浄化槽推進市町村協議会 事務局長 吉野 邦治 氏

講演3 「熊本地震後の取組み・対応について」
　　　　講師 熊本県土木部道路都市局 下水環境課 課長補佐（経営担当） 林 浩介 氏
　　　　　　 公益社団法人 熊本県浄化槽協会 検査企画部長 野村 龍美 氏

　平成29年10月2日（月）に、東京都千代田区のホテルグランドパレスで「第31回全国浄化槽大会」が行われました。
　毎年大会では、浄化槽関係事業の発展向上に顕著な功績のあった功労者を表彰する記念式典や記念講演が行わ
れます。
　今年は以下の内容で実施され、協会からは森田会長、藤本事務局長、谷本総務部長が出席しました。
　
　（1） 日　時　平成29年10月2日（月）14：30～16：30
　（2） 主　催　浄化槽の日実行委員会（浄化槽関係団体16団体）
　（3） 後　援　環境省、国土交通省
　（4） 場　所　ホテルグランドパレス（東京都千代田区）
　（5） 内　容　○挨拶：環境大臣、国土交通大臣
　　　　　　　 ○浄化槽適正整備推進決議
　　　　　　　 ○表彰式：環境大臣表彰、国土交通省土地・建設産業局長表彰、
　　　　　　　　 国土交通省住宅局長表彰、環境省環境再生・資源循環局長表彰
　　　　　　　 ○記念講演：講師：前京都府綾部市市長（全国水源の里連絡協議会 顧問）
　　　　　　　　 四方 八洲男氏（しかた やすお）
　　　　　　　　 演題：「小さいことはいいことだ-合併処理浄化槽のすすめ」

第31回全国浄化槽大会

　（公財）日本環境整備教育センターが主催する「第31回全国浄化槽技術研究集会｣が平成29年10月10日（火）・
11日（水）の2日間、岡山県岡山市の「ホテルグランヴィア岡山」で開催され、協会から森田会長、田中副会長、岡村
副会長、甲斐製造委員長、大谷維持管理委員長、藤本事務局長及び職員4名が参加いたしました。国、行政、国会から
も多数出席があり、２日あわせて1,420人の参加がありました。
　この研究集会は、浄化槽に関する技術の向上と適正な普及促進を図ることを目的に浄化槽の日（10月1日）の関
連行事として毎年開催されております。
　10日は式典、特別講演、研究発表が行われ、11日は浄化槽行政担当者研究会、浄化槽検査員研究集会が開催さ
れ、功労者の表彰、最新の行政動向や浄化槽の構造・施工・維持管理に関する技術発表や講演などが行われました。

第31回全国浄化槽技術研究集会

　平成29年度の支部活動として、天草支部は平成29年11月18日（土）に天草市五和町若宮海水浴場にて美化活動
を行いました。この美化活動は水環境の保全、合併処理浄化槽の普及啓発、法定検査の周知を目的に毎年実施され
ております。
　当日は支部会員、協会職員等33名が参加し、ゴミ拾いと分別等を行いました。

支部活動報告
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　協会が今年度会長県を務めている九州地区浄化槽指定検査機関協議会（九指協）が行う「平成29年度九州地区浄
化槽検査員研修会」が平成29年11月24日（金）に熊本市のホテルメルパルク熊本で開催され、県下水環境課から1
名、九州地区の検査機関から43名、四国地区の検査機関から9名、協会職員44名の計97名の参加がありました。
　まず初めに協会森田会長からの挨拶の後、講演並びに研究発表が行われました。
　次に、熊本県土木部道路都市局下水環境課課長補佐の林氏より「法定検査受検率の向上に向けて」と題し、浄化
槽設置基数等実態調査、個別訪問モデル事業、浄化槽支援員の配置、浄化槽台帳管理システムの構築並びに熊本
地震への対応等のこれまでの取組みや、受検勧奨の実施、不適正浄化槽に対する指導助言の実施及び合併処理浄
化槽への転換促進等のこれからの取組みについての講演が行われました。その後、「検査実績から見る受検勧奨の
取組み」（徳島県）、「高負荷流入が原因で水質が悪化した浄化槽の改善事例」（福岡県）、「送風機の風量低下が原因
で水質が悪化した浄化槽の改善事例」（福岡県）、「業務効率化に向けてのタブレット導入について」（佐賀県）、「硝化
反応の進行に関する基礎調査について」（大分県）、「水質悪化施設の原因究明フローと改善事例について」（鹿児島
県）、「BOD測定業務の今後の自動化について」（熊本県/小野水質分析課長）、「改良冷剤による冷却効果の検証」
（熊本県/末永第１グループ主査）の８つの研究発表が行われました。
　当協会を含めた多くの検査機関から多方面の研究発表があり、発表に対する活発な質疑応答が行われ、他県の
取組みや改善事例等たいへん参考になる研修会となりました。

平成29年度九州地区浄化槽検査員研修会

　今年も熊本工業高校の生徒2名のインターンシップ（就業体験）を受け入れました。
　12月4日（月）から12月8日（金）までの5日間という短い期間でしたが、初日に浄化槽に関する講義を受
け、法定検査に同行しての現場実習や仮設住宅の浄化槽視察、水質分析補助、検査事務・総務事務の補助など
様々な体験をしてもらいました。二人とも礼儀正しく受け答えもハキハキとしており、毎日真面目に一生懸
命、積極的に取り組んでおりました。環境に対する意識が高く、浄化槽についても大変興味を持って勉強して
くれました。

【実習生徒】工業化学科2年　早崎　泰晟くん・村上　夏樹くん

熊本工業高校インターンシップの受け入れについて

　平成29年12月27日（水）協会において、子ども見守り活動と交通安全に関する講師を熊本県警からお招き
し、全職員を対象とした交通安全研修を実施しました。
　協会は平成29年７月から県警と連携した「安全・安心及び子ども見守り活動」を実施しており、今回、助け
を求める方に遭遇した場合の現場対応、電話通報の模擬訓練並びに見守り活動についての心構え等についてご
教示いただきました。
　また「交通事故防止及び飲酒運転根絶について」と題し、県下の交通事故の情勢、事故防止に向けた各種施
策及び飲酒運転の根絶等について講習を受け、交通安全に対する意識の向上を図ることができ、たいへん有意
義な研修でした。

交通安全研修の実施について
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平成29年度浄化槽トップセミナー開催

　環境省が主催する「平成29年度浄化槽トップセミナー」が平成30年1月11日（木）にホテルメルパルク熊本
（熊本市）にて開催されました。このセミナーは、市町村長、地方公共団体の政策決定に携わる者及び浄化槽
担当行政関係者を対象に、浄化槽を生活排水処理施設の整備手法として選択するための提案・説明を行い、理
解を得ることを日的に開催されております。当日はあいにくの雪でしたが、約120名の参加があり、協会から
は森田会長、藤本局長、谷本総務部長、坂口法定検査部長、野村検査企画部長、山下検査企画課長が出席しま
した。環境省の松田浄化槽推進室長と熊本県土木部の宮部道路都市局長の開催挨拶のあと、講演と事例報告が
行われました。

Ⅰ　講　演１：「下水道財政の現状と課題について」
　　　　　　　総務省 自治財政局 公営企業課 準公営企業室 下水道事業係長　関 本　徹 氏
　　概　要　：公営企業への繰出金、下水道事業債と浄化槽事業の財源等の現況、また、公営企業の更なる改
　　　　　　　革への取り組みが必要等、今後の公営企業（下水道事業）の経営のあり方について説明

Ⅱ　講　演２：「これからの浄化槽について」
　　　　　　　環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 浄化槽推進室長　松 田　尚 之 氏
　　概　要　：浄化槽の現状と浄化槽の設備促進に向けた取り組み等について具体例を挙げて説明

Ⅲ　事例報告：「熊本地震からの公共施設の復興と汚水処理施設整備の現状」
　　　　　　　阿蘇市長　佐 藤　義 興 氏
　　概　要　：浄化槽や公共下水道の被災状況、下水道計画区域の見直し、これまでの浄化槽設置促進の補助
　　　　　　　金に加え復興基金による浄化槽を整備するなど、衛生的な生活を維持するため、排水設備の重
　　　　　　　要性を説明

Ⅳ　講　演３：「熊本県における生活排水処置の現状と今後」
　　　　　　　（公財）日本環境整備教育センター 理事　国 安　克 彦 氏
　　概　要　：人口が減少している中で、現在の生活排水処理施設の状況と今後の見込み等、特に熊本県内の

市町村の具体的な予測を踏まえて集合処理施設（下水道）が市町村財政に大きな影響を与える
恐れがあることなどについて説明

各種イベントに参加

　浄化槽に関する周知啓発活動による認知度の向上を目的に、パネルの展示、パンフレットの配布や浄化槽につ
いてのアンケート調査を各支部や行政機関と連携しながら実施いたしております。
　平成29年9月から11月までの各種イベントヘの参加状況は以下のとおりです。

　　　　イベント名　
こうさ環境フェア2017
COOLCHOICECITYくまもとフェア2017
第40回錦町ふるさと祭り
第9回みなまた産業団地まつり
総ぐるみくまもと環境フェア
山太郎祭inなごみ
第5回たらぎ農林商工祭
あらお環境まつり2017
エコまつり/KOSHI 健康まつり

　　　　　開催日
平成29年9月23日(土)
平成29年10月15日(日)
平成29年11月4日(土)・5日(日)
平成29年11月11日(土)
平成29年11月18日(土)
平成29年11月19日(日)
平成29年11月18日(土)・19日(日)
平成29年11月26日(日)
平成29年11月26日(日)

　　　　　　開催場所
甲佐町役場庁舎内
熊本市下通新天街(パルコ前～ココサ前)
錦町民グラウンド特設会場
水俣産業団地
下通アーケード内特設会場
菊池川白石堰河川広場
多良木町多目的総合グラウンド
荒尾市中央公民館
熊本県農業公園カントリーパーク

協会ニュース  No.43
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　平成29年度の知事表彰の受賞者が決定いたしました。平成30年2月7日（水）に県庁にて表彰式が執り行われる
予定です。

犬童　英昭 氏（人吉支部　㈲球磨衛生設備管理公社）

江藤　昭生 氏（御船支部　㈱東生企業）

大矢野　実 氏（熊本支部　㈱健康舎）

甲斐　秀人 氏（熊本支部　フジクリーン工業㈱）

川﨑　桂子 氏（熊本支部　川﨑設備㈲）

田中雄三郎 氏（有明支部　㈱アーステック）

平成29年度環境整備功労者知事表彰（浄化槽関係）の受賞者決定について
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平成29年12月29日付　㈱高原設備工業（山鹿支部）

　あけましておめでとうございます。
　熊本地震から2度目のお正月を迎えました。熊本のまちなみも落ち着きを取り戻しつつあり
ますが、まだまだ課題も多く、各首長が年頭の挨拶で声を揃えておられますように、熊本の力
を結集して取り組まなければなりません。私どもは、熊本の大切な資源である「水」の保全を
担う団体として今年も皆様のご協力を得ながら地域に貢献することができますよう頑張って参
ります。
　今年の干支は戊戌年。「植物が育ち、花が咲いて実を付けた後、実を落として本体を守る」
という意味があるそうです。次の時代への準備をするため、余分なものをそぎ落として本当に
必要なものだけを守る。生活排水処理もそのような時期に来ており、浄化槽の役割はこれから
ますます大きくなりそうです。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

総務常任委員会

協会からのお知らせ

退会

入退会の状況
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親睦ゴルフ大会開催
　平成29年11月7日（火）に玉名市の司ロイヤルゴルフクラブにおきまして、「第5回親睦ゴルフ大会」が開
催されました。当日は森田会長を始めとする会員の皆様に加え協会事務局からも参加し総勢19名により行われ
ました。
　開会式の後、前回優勝者の松村洋様(㈲玉名衛生協会〉の始球式により18ホール熱戦のスタートとなりまし
た。この日は、快晴で風もない良いコンディションではありましたが非常に高低差があるコースにショットの
距離感が難しく、加えて狭いフェアウェイに皆さんスコアメークに大変苦労されましたが楽しい雰囲気のなか
ラウンドを終えることが出来ました。
　来年も引き続き開催いたしますので皆様のご参加をお待ちしております。
　当日の入賞者は次のとおりです。(ダブルペリア方式)

　　優　勝　藤本　和彦 氏　40・41　(協会事務局長)
　　準優勝　武田　真一 氏　45・47　(有明支部㈲玉名北部環境)
　　第３位　東田　慎一 氏　43・41　(宇城支部㈲大東工業)
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環
境

省
浄

化
槽

推
進

室
平

成
３

０
年

度
浄

化
槽

推
進

関
係

予
算

（
案

）
の

概
要

　
１

．
浄

化
槽

整
備

の
た

め
の

国
庫

助
成

　
生

活
環

境
の

保
全

及
び

公
衆

衛
生

の
向

上
を

図
る

た
め

、
市

町
村

等
が

実
施

す
る

浄
化

槽
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

球
温

暖
化

対
策

に
資

す
る

浄
化

槽
の

省
エ

ネ
改

修
に

対
し

て
国

庫
助

成
を

行
う

。
　

○
 循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
（

浄
化

槽
分

）　
　

　
　

  ８
，４

２
１

百
万

円
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　【

２
９

年
度

補
正

  １
，０

０
０

百
万

円
】

　
○

 二
酸

化
炭

素
排

出
抑

制
事

業
費

等
補

助
金

（
浄

化
槽

分
）

１
，６

０
０

百
万

円
【

単
位

：
百

万
円

】

予
算

事
項

平
成

２９
年

度
予

算
額

平
成

３０
年

度
予

算
 （

案
）

対
前

年
度

比

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

二
酸

化
炭

素
排

出
抑

制
事

業
費

等
補

助
金

   
  （

９
，０

３９
）

※
 

８
，４

２１
１

，０
００

（
８

，９
１６

）
８

，４
２１

１
，６

００

 （
９８

．６
％

）
１０

０
．０

％
１６

０
．０

％
 

計
【

30
年

度
】

 （
１０

，０
３９

） ９
，４

２１
（

１０
，５

１６
） １

０
，０

２１
 

 （
１０

４
．７

％
） １

０６
．３

％
循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
【

補
正

】
１

，０
００

※
28

年
度

補
正

１
，０

００
※

29
年

度
補

正
１０

０
．０

％

 計
【

補
正

＋
30

年
度

】 
（

１１
，０

３９
） １

０
，４

２１
 

（
１１

，５
１６

） １
１

，０
２１

 
（

１０
４

．３
％

） １
０５

．７
％

※
上

段
（

 ）
は

、
内

閣
府

〔
沖

縄
〕、

国
土

交
通

省
〔

北
海

道
、

離
島

〕
計

上
分

を
含

む
額

　
上

記
の

他
、

　
○

 地
方

創
生

推
進

交
付

金
（

内
閣

府
に

計
上

）
１

，０
０

０
億

円
の

内
数

　
地

方
版

総
合

戦
略

の
本

格
的

な
推

進
に

向
け

た
地

方
創

生
の

深
化

の
た

め
の

交
付

金
。

　
本

交
付

金
の

う
ち

、「
地

方
創

生
汚

水
処

理
施

設
整

備
推

進
交

付
金

」
は

、（
旧

）
地

域
再

生
基

盤
強

化
交

付
金

（
環

境
省

、
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

所
管

の
汚

水
処

理
施

設
等

を
総

合
的

に
整

備
す

る
汚

水
処

理
施

設
整

備
交

付
金

等
）

か
ら

再
編

さ
れ

、
平

成
28

年
度

に
創

設
さ

れ
た

も
の

。

　
２

．
国

庫
助

成
の

内
容

　
＜

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

＞
　

○
 環

境
配

慮
･

防
災

ま
ち

づ
く

り
浄

化
槽

整
備

推
進

事
業

【
個

人
設

置
型

,市
町

村
設

置
型

】
　

環
境

配
慮

型
浄

化
槽

（
省

エ
ネ

化
、

コ
ン

パ
クト

化
、

再
生

材
使

用
、

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

対
応

）
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
単

独
転

換
促

進
施

策
、

及
び

強
靱

な
ま

ち
づ

くり
施

策
と

組
み

合
わ

せ
て

総
合

的
に

推
進

す
る

。（
助

成
率

1/
2）

　
○

 公
的

施
設

単
独

処
理

浄
化

槽
集

中
転

換
事

業
【

市
町

村
設

置
型

】
　

単
独

転
換

促
進

の
指

導
を

行
う

立
場

で
あ

る
地

方
公

共
団

体
が

所
有

す
る

単
独

処
理

浄
化

槽
が

、
全

国
で

約
5

万
基

近
く

残
存

し
て

い
る

た
め

、
市

町
村

設
置

型
の

浄
化

槽
整

備
を

行
っ

て
い

る
市

町
村

が
そ

の
単

独
処

理
浄

化
槽

を
集

中
的

に
撤

去
し

、
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
転

換
す

る
費

用
に

つ
い

て
助

成
を

行
う

。（
助

成
率

1/
3、

1/
2）

改
○

 市
町

村
設

置
型

事
業

の
基

数
要

件
見

直
し

に
よ

る
自

治
体

負
担

の
軽

減
 【

市
町

村
設

置
型

】
　

交
付

申
請

時
に

年
間

整
備

基
数

の
要

件
（

20
基

以
上

）
を

複
数

年
度

の
事

業
計

画
の

審
査

に
基

づ
き

交
付

の
可

否
を

確
定

す
る

も
の

に
改

め
る

。
具

体
的

に
は

、
①

地
域

計
画

の
計

画
期

間
（

５
～

７
年

程
度

）
中

に
10

0
世

帯
（

過
疎

地
域

に
お

い
て

は
50

世
帯

）
以

上
を

対
象

に
す

る
浄

化
槽

整
備

事
業

で
あ

る
場

合
（

地
域

計
画

に
お

い
て

期
間

及
び

目
標

を
定

め
た

計
画

が
定

め
ら

れ
る

等
目

標
達

成
に

確
実

性
が

認
め

ら
れ

る
も

の
）、

又
は

、
②

現
に

市
町

村
設

置
型

事
業

に
お

い
て

10
0

世
帯

以
上

を
対

象
に

浄
化

槽
に

よ
る

汚
水

処
理

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

て
浄

化
槽

を
追

加
で

整
備

す
る

場
合

と
す

る
。

※
（

財
政

当
局

と
調

整
中

）

改
○

 公
共

管
理

事
業

の
推

進
に

よ
る

単
独

転
換

加
速

化
【

個
人

設
置

型
】

　
浄

化
槽

に
よ

る
汚

水
処

理
の

信
頼

性
を

確
保

す
る

た
め

、
個

人
設

置
型

事
業

の
う

ち
相

当
程

度
の

公
共

性
（

市
町

村
や

住
民

組
織

等
に

よ
る

公
的

管
理

）
が

認
め

ら
れ

る
場

合
、

基
準

額
を

市
町

村
設

置
型

の
事

業
と

同
額

に
引

き
上

げ
を

図
る

。
※

（
財

政
当

局
と

調
整

中
）

　
＜

二
酸

化
炭

素
排

出
抑

制
事

業
費

等
補

助
金

（
浄

化
槽

分
）

＞
　

○
 省

エ
ネ

型
中

・
大

型
浄

化
槽

シ
ス

テ
ム

導
入

推
進

事
業

　
51

人
槽

以
上

の
既

設
合

併
処

理
浄

化
槽

に
か

か
る

、
省

C
O

2
型

の
高

度
化

設
備

（
高

効
率

ブ
ロ

ワ
、

イ
ン

バ
ー

タ
ー

制
御

装
置

等
）

の
導

入
・

改
修

及
び

、
旧

構
造

基
準

の
浄

化
槽

（
ブ

ロ
ワ

を
使

用
す

る
も

の
に

限
る

）
の

中
で

も
10

1
人

槽
以

上
の

既
設

合
併

処
理

浄
化

槽
の

交
換

に
つ

い
て

は
、

構
造

や
本

体
の

コ
ン

パ
クト

化
か

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
果

の
高

い
と

見
込

ま
れ

る
浄

化
槽

に
つ

い
て

、
地

方
公

共
団

体
や

民
間

団
体

に
対

し
補

助
す

る
。（

補
助

率
1/

2
間

接
補

助
）

　
３

．
浄

化
槽

の
整

備
推

進
に

か
か

る
行

政
経

費

　
○

 我
が

国
循

環
産

業
の

戦
略

的
国

際
展

開
・

育
成

事
業

 ３
５

０
百

万
円

の
内

数
　「

20
30

年
ま

で
に

、
未

処
理

の
排

水
の

割
合

半
減

」、
「

20
30

年
ま

で
に

、
排

水
処

理
技

術
な

ど
、

開
発

途
上

国
に

お
け

る
水

と
衛

生
分

野
で

の
国

際
協

力
と

能
力

構
築

支
援

を
拡

大
」

等
の

持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
に

貢
献

す
る

た
め

、
浄

化
槽

等
の

日
本

発
の

優
れ

た
し

尿
処

理
技

術
の

国
際

展
開

を
図

る
。

　
○

 浄
化

槽
指

導
普

及
事

業
費

  
３

０
百

万
円

　
  　

・
浄

化
槽

整
備

促
進

・
適

正
管

理
調

査
費

 
 （

１
８

百
万

円
）

　
PF

I方
式

を
は

じ
め

とし
た

民
間

活
用

、
民

間
の

営
業

力
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

た
事

例
収

集
・

分
析

等
を

行
うと

と
も

に
、

浄
化

槽
の

把
握

や
法

定
検

査
の

受
検

率
向

上
に

関
す

る
取

組
の

事
例

収
集

・
分

析
等

を
行

い
、

単
独

浄
化

槽
の

転
換

や
維

持
管

理
体

制
の

強
化

に
関

す
る

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
集

合
処

理
か

ら
個

別
処

理
へ

の
転

換
に

検
討

し
て

い
る

自
治

体
に

つ
い

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
転

換
に

あ
た

っ
て

の
課

題
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

   
   ・

浄
化

槽
シ

ス
テ

ム
強

靱
化

事
業

費
  

（
１

２
百

万
円

）
　

災
害

復
旧

対
応

時
に

役
立

つ
浄

化
槽

台
帳

シ
ス

テ
ム

の
新

た
な

利
活

用
方

法
や

浄
化

槽
シ

ス
テ

ム
全

体
の

災
害

対
応

力
強

化
に

つ
い

て
調

査
検

討
を

行
うと

と
も

に
、

浄
化

槽
の

関
係

団
体

、
維

持
管

理
業

者
に

お
け

る
情

報
ツ

ー
ル

の
IC

T
化

の
促

進
策

の
調

査
検

討
を

行
う

。

　
○

 浄
化

槽
対

策
推

進
費

 
 ３

３
百

万
円

　
  ・

浄
化

槽
整

備
推

進
費

  
（

３
０

百
万

円
）

　
浄

化
槽

の
機

能
や

特
性

に
関

す
る

適
切

な
認

識
を

浸
透

す
る

活
動

や
浄

化
槽

整
備

事
業

の
整

備
促

進
効

果
を

高
め

る
ソ

フト
事

業
を

実
施

し
、

浄
化

槽
の

整
備

促
進

、
単

独
処

理
浄

化
槽

か
ら

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
転

換
の

推
進

を
図

り
、

健
全

な
水

環
境

を
確

保
す

る
。

　
・

浄
化

槽
管

理
士

国
家

試
験

費
 

 （
３

百
万

円
）

　
４

．
そ

の
他

＜
東

日
本

大
震

災
復

興
交

付
金

とし
て

復
興

庁
計

上
＞

　
○

 低
炭

素
社

会
対

応
型

浄
化

槽
等

集
中

導
入

事
業

　
東

日
本

大
震

災
に

よ
り

被
害

の
あ

っ
た

地
域

に
お

け
る

、
低

炭
素

社
会

対
応

型
浄

化
槽

（
市

町
村

設
置

型
・

個
人

設
置

型
）

及
び

通
常

型
浄

化
槽

（
個

人
設

置
型

）
の

迅
速

な
整

備
に

つ
い

て
財

政
支

援
を

行
い

、
被

災
地

の
生

活
排

水
対

策
の

早
期

回
復

を
図

る
（

平
成

32
年

度
ま

で
継

続
）
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平成29年12月29日付　㈱高原設備工業（山鹿支部）

　あけましておめでとうございます。
　熊本地震から2度目のお正月を迎えました。熊本のまちなみも落ち着きを取り戻しつつあり
ますが、まだまだ課題も多く、各首長が年頭の挨拶で声を揃えておられますように、熊本の力
を結集して取り組まなければなりません。私どもは、熊本の大切な資源である「水」の保全を
担う団体として今年も皆様のご協力を得ながら地域に貢献することができますよう頑張って参
ります。
　今年の干支は戊戌年。「植物が育ち、花が咲いて実を付けた後、実を落として本体を守る」
という意味があるそうです。次の時代への準備をするため、余分なものをそぎ落として本当に
必要なものだけを守る。生活排水処理もそのような時期に来ており、浄化槽の役割はこれから
ますます大きくなりそうです。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

総務常任委員会

協会からのお知らせ

退会

入退会の状況

1716

親睦ゴルフ大会開催
　平成29年11月7日（火）に玉名市の司ロイヤルゴルフクラブにおきまして、「第5回親睦ゴルフ大会」が開
催されました。当日は森田会長を始めとする会員の皆様に加え協会事務局からも参加し総勢19名により行われ
ました。
　開会式の後、前回優勝者の松村洋様(㈲玉名衛生協会〉の始球式により18ホール熱戦のスタートとなりまし
た。この日は、快晴で風もない良いコンディションではありましたが非常に高低差があるコースにショットの
距離感が難しく、加えて狭いフェアウェイに皆さんスコアメークに大変苦労されましたが楽しい雰囲気のなか
ラウンドを終えることが出来ました。
　来年も引き続き開催いたしますので皆様のご参加をお待ちしております。
　当日の入賞者は次のとおりです。(ダブルペリア方式)

　　優　勝　藤本　和彦 氏　40・41　(協会事務局長)
　　準優勝　武田　真一 氏　45・47　(有明支部㈲玉名北部環境)
　　第３位　東田　慎一 氏　43・41　(宇城支部㈲大東工業)

平
成

２９
年

１２
月

２２
日

環
境

省
浄

化
槽

推
進

室
平

成
３

０
年

度
浄

化
槽

推
進

関
係

予
算

（
案

）
の

概
要

　
１

．
浄

化
槽

整
備

の
た

め
の

国
庫

助
成

　
生

活
環

境
の

保
全

及
び

公
衆

衛
生

の
向

上
を

図
る

た
め

、
市

町
村

等
が

実
施

す
る

浄
化

槽
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

球
温

暖
化

対
策

に
資

す
る

浄
化

槽
の

省
エ

ネ
改

修
に

対
し

て
国

庫
助

成
を

行
う

。
　

○
 循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
（

浄
化

槽
分

）　
　

　
　

  ８
，４

２
１

百
万

円
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　【

２
９

年
度

補
正

  １
，０

０
０

百
万

円
】

　
○

 二
酸

化
炭

素
排

出
抑

制
事

業
費

等
補

助
金

（
浄

化
槽

分
）

１
，６

０
０

百
万

円
【

単
位

：
百

万
円

】

予
算

事
項

平
成

２９
年

度
予

算
額

平
成

３０
年

度
予

算
 （

案
）

対
前

年
度

比

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

二
酸

化
炭

素
排

出
抑

制
事

業
費

等
補

助
金

   
  （

９
，０

３９
）

※
 

８
，４

２１
１

，０
００

（
８

，９
１６

）
８

，４
２１

１
，６

００

 （
９８

．６
％

）
１０

０
．０

％
１６

０
．０

％
 

計
【

30
年

度
】

 （
１０

，０
３９

） ９
，４

２１
（

１０
，５

１６
） １

０
，０

２１
 

 （
１０

４
．７

％
） １

０６
．３

％
循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
【

補
正

】
１

，０
００

※
28

年
度

補
正

１
，０

００
※

29
年

度
補

正
１０

０
．０

％

 計
【

補
正

＋
30

年
度

】 
（

１１
，０

３９
） １

０
，４

２１
 

（
１１

，５
１６

） １
１

，０
２１

 
（

１０
４

．３
％

） １
０５

．７
％

※
上

段
（

 ）
は

、
内

閣
府

〔
沖

縄
〕、

国
土

交
通

省
〔

北
海

道
、

離
島

〕
計

上
分

を
含

む
額

　
上

記
の

他
、

　
○

 地
方

創
生

推
進

交
付

金
（

内
閣

府
に

計
上

）
１

，０
０

０
億

円
の

内
数

　
地

方
版

総
合

戦
略

の
本

格
的

な
推

進
に

向
け

た
地

方
創

生
の

深
化

の
た

め
の

交
付

金
。

　
本

交
付

金
の

う
ち

、「
地

方
創

生
汚

水
処

理
施

設
整

備
推

進
交

付
金

」
は

、（
旧

）
地

域
再

生
基

盤
強

化
交

付
金

（
環

境
省

、
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

所
管

の
汚

水
処

理
施

設
等

を
総

合
的

に
整

備
す

る
汚

水
処

理
施

設
整

備
交

付
金

等
）

か
ら

再
編

さ
れ

、
平

成
28

年
度

に
創

設
さ

れ
た

も
の

。

　
２

．
国

庫
助

成
の

内
容

　
＜

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

＞
　

○
 環

境
配

慮
･

防
災

ま
ち

づ
く

り
浄

化
槽

整
備

推
進

事
業

【
個

人
設

置
型

,市
町

村
設

置
型

】
　

環
境

配
慮

型
浄

化
槽

（
省

エ
ネ

化
、

コ
ン

パ
クト

化
、

再
生

材
使

用
、

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

対
応

）
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
単

独
転

換
促

進
施

策
、

及
び

強
靱

な
ま

ち
づ

くり
施

策
と

組
み

合
わ

せ
て

総
合

的
に

推
進

す
る

。（
助

成
率

1/
2）

　
○

 公
的

施
設

単
独

処
理

浄
化

槽
集

中
転

換
事

業
【

市
町

村
設

置
型

】
　

単
独

転
換

促
進

の
指

導
を

行
う

立
場

で
あ

る
地

方
公

共
団

体
が

所
有

す
る

単
独

処
理

浄
化

槽
が

、
全

国
で

約
5

万
基

近
く

残
存

し
て

い
る

た
め

、
市

町
村

設
置

型
の

浄
化

槽
整

備
を

行
っ

て
い

る
市

町
村

が
そ

の
単

独
処

理
浄

化
槽

を
集

中
的

に
撤

去
し

、
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
転

換
す

る
費

用
に

つ
い

て
助

成
を

行
う

。（
助

成
率

1/
3、

1/
2）

改
○

 市
町

村
設

置
型

事
業

の
基

数
要

件
見

直
し

に
よ

る
自

治
体

負
担

の
軽

減
 【

市
町

村
設

置
型

】
　

交
付

申
請

時
に

年
間

整
備

基
数

の
要

件
（

20
基

以
上

）
を

複
数

年
度

の
事

業
計

画
の

審
査

に
基

づ
き

交
付

の
可

否
を

確
定

す
る

も
の

に
改

め
る

。
具

体
的

に
は

、
①

地
域

計
画

の
計

画
期

間
（

５
～

７
年

程
度

）
中

に
10

0
世

帯
（

過
疎

地
域

に
お

い
て

は
50

世
帯

）
以

上
を

対
象

に
す

る
浄

化
槽

整
備

事
業

で
あ

る
場

合
（

地
域

計
画

に
お

い
て

期
間

及
び

目
標

を
定

め
た

計
画

が
定

め
ら

れ
る

等
目

標
達

成
に

確
実

性
が

認
め

ら
れ

る
も

の
）、

又
は

、
②

現
に

市
町

村
設

置
型

事
業

に
お

い
て

10
0

世
帯

以
上

を
対

象
に

浄
化

槽
に

よ
る

汚
水

処
理

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

て
浄

化
槽

を
追

加
で

整
備

す
る

場
合

と
す

る
。

※
（

財
政

当
局

と
調

整
中

）

改
○

 公
共

管
理

事
業

の
推

進
に

よ
る

単
独

転
換

加
速

化
【

個
人

設
置

型
】

　
浄

化
槽

に
よ

る
汚

水
処

理
の

信
頼

性
を

確
保

す
る

た
め

、
個

人
設

置
型

事
業

の
う

ち
相

当
程

度
の

公
共

性
（

市
町

村
や

住
民

組
織

等
に

よ
る

公
的

管
理

）
が

認
め

ら
れ

る
場

合
、

基
準

額
を

市
町

村
設

置
型

の
事

業
と

同
額

に
引

き
上

げ
を

図
る

。
※

（
財

政
当

局
と

調
整

中
）

　
＜

二
酸

化
炭

素
排

出
抑

制
事

業
費

等
補

助
金

（
浄

化
槽

分
）

＞
　

○
 省

エ
ネ

型
中

・
大

型
浄

化
槽

シ
ス

テ
ム

導
入

推
進

事
業

　
51

人
槽

以
上

の
既

設
合

併
処

理
浄

化
槽

に
か

か
る

、
省

C
O

2
型

の
高

度
化

設
備

（
高

効
率

ブ
ロ

ワ
、

イ
ン

バ
ー

タ
ー

制
御

装
置

等
）

の
導

入
・

改
修

及
び

、
旧

構
造

基
準

の
浄

化
槽

（
ブ

ロ
ワ

を
使

用
す

る
も

の
に

限
る

）
の

中
で

も
10

1
人

槽
以

上
の

既
設

合
併

処
理

浄
化

槽
の

交
換

に
つ

い
て

は
、

構
造

や
本

体
の

コ
ン

パ
クト

化
か

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
果

の
高

い
と

見
込

ま
れ

る
浄

化
槽

に
つ

い
て

、
地

方
公

共
団

体
や

民
間

団
体

に
対

し
補

助
す

る
。（

補
助

率
1/

2
間

接
補

助
）

　
３

．
浄

化
槽

の
整

備
推

進
に

か
か

る
行

政
経

費

　
○

 我
が

国
循

環
産

業
の

戦
略

的
国

際
展

開
・

育
成

事
業

 ３
５

０
百

万
円

の
内

数
　「

20
30

年
ま

で
に

、
未

処
理

の
排

水
の

割
合

半
減

」、
「

20
30

年
ま

で
に

、
排

水
処

理
技

術
な

ど
、

開
発

途
上

国
に

お
け

る
水

と
衛

生
分

野
で

の
国

際
協

力
と

能
力

構
築

支
援

を
拡

大
」

等
の

持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
に

貢
献

す
る

た
め

、
浄

化
槽

等
の

日
本

発
の

優
れ

た
し

尿
処

理
技

術
の

国
際

展
開

を
図

る
。

　
○

 浄
化

槽
指

導
普

及
事

業
費

  
３

０
百

万
円

　
  　

・
浄

化
槽

整
備

促
進

・
適

正
管

理
調

査
費

 
 （

１
８

百
万

円
）

　
PF

I方
式

を
は

じ
め

とし
た

民
間

活
用

、
民

間
の

営
業

力
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

た
事

例
収

集
・

分
析

等
を

行
うと

と
も

に
、

浄
化

槽
の

把
握

や
法

定
検

査
の

受
検

率
向

上
に

関
す

る
取

組
の

事
例

収
集

・
分

析
等

を
行

い
、

単
独

浄
化

槽
の

転
換

や
維

持
管

理
体

制
の

強
化

に
関

す
る

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
集

合
処

理
か

ら
個

別
処

理
へ

の
転

換
に

検
討

し
て

い
る

自
治

体
に

つ
い

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
転

換
に

あ
た

っ
て

の
課

題
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

   
   ・

浄
化

槽
シ

ス
テ

ム
強

靱
化

事
業

費
  

（
１

２
百

万
円

）
　

災
害

復
旧

対
応

時
に

役
立

つ
浄

化
槽

台
帳

シ
ス

テ
ム

の
新

た
な

利
活

用
方

法
や

浄
化

槽
シ

ス
テ

ム
全

体
の

災
害

対
応

力
強

化
に

つ
い

て
調

査
検

討
を

行
うと

と
も

に
、

浄
化

槽
の

関
係

団
体

、
維

持
管

理
業

者
に

お
け

る
情

報
ツ

ー
ル

の
IC

T
化

の
促

進
策

の
調

査
検

討
を

行
う

。

　
○

 浄
化

槽
対

策
推

進
費

 
 ３

３
百

万
円

　
  ・

浄
化

槽
整

備
推

進
費

  
（

３
０

百
万

円
）

　
浄

化
槽

の
機

能
や

特
性

に
関

す
る

適
切

な
認

識
を

浸
透

す
る

活
動

や
浄

化
槽

整
備

事
業

の
整

備
促

進
効

果
を

高
め

る
ソ

フト
事

業
を

実
施

し
、

浄
化

槽
の

整
備

促
進

、
単

独
処

理
浄

化
槽

か
ら

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
転

換
の

推
進

を
図

り
、

健
全

な
水

環
境

を
確

保
す

る
。

　
・

浄
化

槽
管

理
士

国
家

試
験

費
 

 （
３

百
万

円
）

　
４

．
そ

の
他

＜
東

日
本

大
震

災
復

興
交

付
金

とし
て

復
興

庁
計

上
＞

　
○

 低
炭

素
社

会
対

応
型

浄
化

槽
等

集
中

導
入

事
業

　
東

日
本

大
震

災
に

よ
り

被
害

の
あ

っ
た

地
域

に
お

け
る

、
低

炭
素

社
会

対
応

型
浄

化
槽

（
市

町
村

設
置

型
・

個
人

設
置

型
）

及
び

通
常

型
浄

化
槽

（
個

人
設

置
型

）
の

迅
速

な
整

備
に

つ
い

て
財

政
支

援
を

行
い

、
被

災
地

の
生

活
排

水
対

策
の

早
期

回
復

を
図

る
（

平
成

32
年

度
ま

で
継

続
）
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お知らせ板

平成29年度浄化槽技術講習会の開催について

18

写真提供：熊本県観光物産課

　協会では浄化槽の製造、施工、保守点検及び清掃実務者の技術力向上を目的とした浄化槽技

術講習会を今年度も全体研修と専門研修に分けて下記内容にて開催致します。

　多数のご参加をお待ちしております。

記

１．日時　平成 30 年 2 月 8 日（木）午後 1 時～午後 4 時 45 分（受付：正午～）

２．場所　グランメッセ熊本（益城町）

３．次第
◆全体研修◆（会場：コンベンションホール）午後 1 時 05 分～午後 2 時 50 分　

　

　【演題】：「最近の浄化槽行政について」

　【講師】：環境省環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 浄化槽推進室長 松田尚之氏

　　　　

　【演題】：『浄化槽設置に伴う事務手続き等について』

　【講師】：熊本県 土木部 建築住宅局 建築課

　【演題】：『浄化槽法における手続きと適正な維持管理について』

　【講師】：熊本県 土木部 道路都市局 下水環境課

◆専門研修◆　午後 3 時 05 分～午後 4 時 45 分

　

●分科会１（製造・施工関係）（会場：大会議室）

　【演題】：『施工における現地調査から引渡しまでの各工程全般の重要ポイントについて

　　　　　（安全管理対策・大中型浄化槽含む）』

　【講師】：（一社）浄化槽システム協会 技術委員会 委員長 古市昌浩氏

●分科会２（維持管理関係）（会場：コンベンションホール）

　【演題】：『設置者及び浄化槽関係者による相互理解の育成について』

　　　　    『維持管理の基本事項及び性能評価型浄化槽への対応について』

　【講師】：（公財）日本環境整備教育センター 調査・研究グループ

　　　　　調査研究第一グループチームリーダー 仁木圭三氏

以上

休憩 ・ 移動 午後 2時 50 分～午後 3時 05 分

樹氷


